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論文内容の要旨
本研究は，認識対象字体を限定した従来の印刷漢字認識に対して，認識対象字体を拡大し，種々の
明朝体やゴシック体が混在したマルチフォント印刷漢字に対する認識システムの開発と，手書き漢字
認識への応用を目的として行なわれたものである。
膨大な字種を対象とする漢字認識を効率よく実現するには，まず漢字のもつ大まかな特徴をもとに
分類して，候補文字を選出し，ついで漢字の詳細な特徴によって類似文字を識別する，階層的構成が
有効である。
本研究では，まず，マルチフォント印刷漢字に生じる多様な変形を吸収するため，漢字のもつ異な
った概形情報に着目して，分類のための二つの粗い特徴パターンの抽出法を示すとともに，その性能
を確認した。ついで，効率のよい分類処理を実現するため，抽出した特徴パターンを 2 段階にわけで
使用する段階的分類方式を提案し その有効性を明らかにした。
この方式は非常に能力が高く，多様な変形を含むマルチフォント印刷漢字に対しでも，ほとんどの
入力漢字がこの段階で認識まで可能となる。しかし 類似文字が存在するために この処理だけでは
認識にまで至らないものに対して，つぎに識別方式を提案した。これは，類似文字聞の区別に有効な
ストローク群から成る部分パターンをその都度抽出して，識別に供するものである。類似文字に対す
る識別実験の結果，従来のパターンマッチング法と比較して，誤り率が半分以下となり，その有効性
が石室かめられた。
つぎに，これらの分類方式と識別方式とを統合して， 2 台のミニコンから成る認識シミュレーショ
ンシステムを作成し，認識動作の確認と大量データによる性能評価を行ない，簡単な認識アルゴリズ
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ムと比較的小規模の辞書で、マルチフォント印刷漢字の認識が実現でき，装置化が可能であることを示
した。
最後に，本手法の応用として，手書き漢字認識への適用を試み，性質の異なった幾つかの概形特徴
による分類を併用することにより，パターンマッチングでも十分精度よく手書き漢字を分類すること
ができ，少数の候補文字に絞れることが明らかになった。
論文の審査結果の要旨
本論文は，認識対象字体を従来より拡大し，マルチフォント印刷漢字認識システムと，手書き漢字
認識への応用を目的とした研究開発成果を提供するものである。
著者は，まずマルチフォント印刷漢字に生じる多様な変形を吸収するため 漢字のもつ異った概形
情報に基づく二つの粗い特徴パターンの抽出法を示し 次に効率のよい分類処理として 2 段階的分類
方式を提案し，更にこの処理だけでは認識できないものに対し，ストローク群から成る部分パターン
の抽出法による類似文字識別法を開発し，大量データにより性能の優秀さを実験的に示したO 最後に
手書き漢字詰織へも適用可能性のあることを明かにした。
本方式は，簡単な認識アルゴリズムと比較的小規模の辞書によりマルチフォント印刷漢字認識装置
の実現性を実証するのみならず，日本語文字認識全般に対しでも重要な貢献であり，学位論文として
充分価値あるものと認められる。
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